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爽域社・含変二動とイ主民論1膳層の技a・
fi彡方II過程

ゴビ大大」髪院　　オ巾田桑典

ぱ じあに

成人の 憂逹過程 こ の 赴会経 納 性籍1さ．

旌耄　ta造変動 を基軸 と する昶域社会 こ動の な

か で と，らえなけQtlざ
亀
な らな い

。

　本報砦は． 成人 を濃民、i魚、民 商工業老．

舳 老1：　E 　fiし、藤 髄 麹 と そ’曙 」切

技貪と形 成≧邑丿程E明 らか 1こ 弓る こ と に よ っ て、

成人の 発逹愚程解呪 1こ棲洫 し ようヒ する もの

手 あ6 。

　尚．調査対象助ぱ疲淘道網走え方の 丁町さ

調査与ぱ ！980年、　R81 与 〜F・ある
。

1，　6主民諸瘧｝層の 状態

　丁 町 の 維 人 ロ la　lO，・568人 Qq6 σ与） か ら 6．21S 人

（ 1980 年 ） A 、　こ こ 2D与聞 で 4 蓼iヨ暇と い う leVt一

達な 城小を示 し τ い る。 こ 県 ら の 人 口 動態、

埼令旛咸蛮化 の

犠　en　ia 、 人 囗 の

大福ぢ臧少
・と 、芝

金｛ヒの 進丿民、　44

irkl層 の 臧少

と ts　i 臥 上層の　

増加 puあ リ． さ

ら 1二 耳令襠層 的

に ♂｝Ot　t“
’
、竕 ｝

以 下層 の 激藏 と

講戚比の 急連な

｛魯下． 50 ｝ v44

わ壱の 臧か と講

器1

擺1
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βミ｝ヒの 噌力0、　4占　　
齢 ’ 9 ’419m293439 “4 ’95 ’ 59

　
G‘ es

　
7‘ 79

オ ，メ．上ノ啻の 増力n と描 成員：
回 1
　

年mUt
’
ntの 椎移

の 噌加 ヒ い う 5 フ の 舞々階層的雇閘を示 し で

い る 。

　蔵 霏構 造を 」ナ ゐ と 、　毛 っと し 争 し巳 も の ，ま 寰

林 。 癒叢 に 従畢 する 轟族従套萸 F・あ る （22 ．5

Pt丿 。 以 下 、震淋 ・滋業 に 従爭 する 自 皀桑主

（ t7．1 ％）、鉱 工
。違通 に 従亭する 民間尭働

圭 （、4、ワ％） 、
醸 ・金融

・サービス鬘 1・ 従

与q る 民唄 労働老．（ ＆3％） 、商蒙 ・金融 ・サ

ー ピ ス 業に 従辜 する 盆務夐 （78　el‘ ）の
”陵と ぼ

っ 〜 い る 。

　 こ 幅 の 篇造分耕 1捕 飴 冠 る が、 丁 町 la 人

ロ の 大幅 楙 恥 、 走創 ヒの 進展 の な カ1F ，中

間層 （自 営蒙老層 ） の 1　pt．女 葫 働看 の 増

加が す すみ 中間層 と 労働看が拮抗 こ農拠 1戴 に

な ， ？ い る。

2 ．住 民詭底轡の 状態と技貪b杉成過え呈

住 民誌醜 。 状輪 農民 滋民 商工 業者、

勇働老に つ い マ分勅 し、 そ」、ぞ猷 に つ い マ 現

綬階に 団 る 技能形瓜躍 …の 精徴 を繍 する
。

1 ）　農1苣の 現状 と農民 の →支有とナ杉石ミ

　T 町の 農業la ． こ の pa　4 問 に 約半数 に ts　e

、5讓 彖が離熟する と い う激 し い 階層分解 を経

験 し で き た （槻 ア→ 迎 ♪ ）． 芝 し て瓊在 争 ぱ

1 档 り薪N 面績が 1四 腱 な ， （ 。、 る （
Sto

lj　，a　as　ha） 。 こ の a う QS激 し い 階層命解 の な

か 1・、T 町竄業は祇械イヒ． 震業の 賄鬥化 （作

イ寸構成の ＄ 門化．経営の 專再イヒ ）、大型繍

・ 施設 の 共同烈】用、翼域内刺用を進丿艮さ せ マ

き k ．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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畏民の 按齢 成しa．．Sl　rc 、　 Kl　m　malヒ、

専鬥イヒ、共同架旧 め 進ゑに対応 し て 進隈 し で

い る o 第2 に 、‡支能L形 成鹽ま破 行内に 妻ざノ良し て

・・ る 。
こ “U 姓 産枝Ptの 技熊酌 成 の 前進 と経

甞に 関する技能元贓 あ妨 みく 臼い あ る ． 9
5 に ． との k会的形 成と倒 別経験的形成の 並

存過＃ a・あ ろ 。 茅4 に
、　こ nLら の 形 成擁 は

Wi” 経嘗ft参態、 さ 6 に 、経 営主 、」経営主の

4． 後紲紅 lkMkの 妻な ど紡 が し・ EE っ

：〜 い る 。 葬5 に ，芙同オ，J用組 合の 進ノ民、共」訊

縣 の 進展 に よ 。 で会詠 灘 係な ど の 零r9

蛎 働の 伽 ビがすすん趣 ろ とし、 えよ う。

2 ） 糠 の 琳 と糸民の 廉 形成

人 ロ 碇 速な 城’レヒ と t ，献 賄 案圏 ・磯 （

紬 恥 0麟 買力が 庚 朗 る と い う間題 ・ce 直

面 し そ し・ る 。

　商工業看の 技能舜tFSI　ta 、紅 営主 ヒ 後継 者 と

の 跡 ・ 大さ り らが し、 が ある 。 そ の 半等截 は 芋 l
lこ、経営主 と 後継 君の 享歴上の 袷差さ あ る 。

lj　2　・・ ． 後麟 ・； h ら tit・e 取 襯 詠 宣格の

如 と そ の 給勲 あ e 。 第5 に 、鰍 勧 再

門的知識，技龍
、

免許 ，買起｝は 紐営霆展 の 大

こ け尊因 と な
， ？ い る。 穿4 に 、後継 着1δ大

轡等を卒業後、擾在 の 経営ヒ 同じ か ＆ に ，e　9
な る産業で 労働｝者ヒ し そ働 い k 経翌喰を も ち、

1 こ さ経 鹸耄 フ み なが ら艶許、宣喬等蓉取碍

し z し、る 。

　T 町の 漁業ぱ 1『72年をさ か い に 急速」く発｛展

し Z ミ 軋 こ “しt9 ． ほ rzて竃 訓 贏の 急遶

な伸長 ド よ る も の 晒あ る が、　と く に ぽ fこ （」魚

の 伸長 la あ ご a し く 、総 生産薮 ζ眉 ワ14 の 5

億 6 千 万 か ら t9・77昇に 19 し嘘 5 干 万 円 ・ ヒ 5

f音以．上 に 噌天博る ●

　通民 の 技能形 成は 、基礎的 、再門内知 識の

ネ 十・命・

ご を も ちな が ら 漁彙生産与 授 の 謎展、

社会的爆 制の 強 化 の 中1・各種 の 屯許、資絡取

得を，行 な う と い つが k ら 1 進展 し 〜1い る ．　ま

tc、 突際 の ラ魚法な どは 仲間， 攵親 か ら蕁び 色

刀 踏 得し マ ・、＜ が、勤團 癒鼠の 燃 1・ 赴

い て 1まオ（産壱度所耳の 荏会 的祇関ヒ の 関係 を

丿Sxか め δ ヒ と もにL失i進蓄Ψ視当馨、祈fl彦｝の 占め る

政 望が 高く な る．

4 ） 舳 老の 現擬 技細 成の撒

　労働看は、 官公方、組合（農協、漁協箸）

に 勤務寸る常用 労働君と動務の ネキ定な臨峙、

日雇 い 、ハ P一ト労働老 （祷 是階層 ） 匕の 二

重構造、町外か ら の紬動看の 勿ご 、 生活彖樽

（ヒく に 柱宅 ）の 食弱ご を特歳 と し そ ・・ る 。

　労働者の 技飽移成の 特跋ぱ、第 lIz、 労働

者1く ヒ っ て 童守卜 賓‡眥の 取 碍は 、就 劈 を 妾 逢

的 に 確保 する k ゐの 重 1撃な専・因 と な ， ぞ い る。

第 2 に ． 官公な、細 合 に っ とめ ゐ 労働 者 と 民

間に 働 く 生産内労働老 と の 間 、
唐門的労働者

と そ』、以 タトと の 問 1謎 衄し紺 枝能形 成に ちが

い 庖 も う マ し、 る ．

5． ＆ とめ

5 ） 繭工 業igの 現 状 と按能形成の 輸

　T 町 の 輸工集1富基幹的塑域産粂 F あ る 農穂

業 の 発展 を基礎 1紳 展 し マ さ k ． す肋 ち 商

工 ＃． tiL4の 伸長　，9
、 楽 1次驥 の 発屠 に k

之 られk 幡重ミZ加工客 の 製造．輩の 拡大、町 内

ラ駿 嬾 n　、，　rkkE“atに し ひ る ．
・ D・ t、

こ at・6 の 枝鰤 賊過雁 な 牧 能弄城 の 基礎
的推 進n ．技細 城 の 形 態 雖 形 痴 黼

性、渡能形 成の 拠 闘 冓造ンに そ く し て δ ヒめゐ。
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